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NEWS&TOPICS…Ｐ４　アフターケアを充実させるために
　　　　　　　　　　　　　―あすなろ連絡会・退所後ケアサポートガイド発行
　　　　　　　　…Ｐ５　年末たすけあい運動実施中！
　　　　　　　　　　　　　―（福）神奈川県共同募金会

県社協のひろば……Ｐ10　未来へのまなざし　ともに生きる社会に向けて
　　　　　　　　　　　　　―第69回神奈川県社会福祉大会

特 集 …Ｐ２～３ 公私協働による福祉課題の解決に向けて
 　　　　　　　 －社会福祉制度・施策に関する提言の取り組み－

 【詳しくは12面へ】　撮影：菊地信夫

▶今月の表紙　 マンションの住民同士が声をかけあえる関係づくりを目指して
　　　　　　　よこすか海辺ニュータウン地区社会福祉協議会のみなさん



特
集公私協働による福祉課題の解決に向けて

－社会福祉制度・施策に関する提言の取り組み－

　神奈川の福祉関係者が一体となって目指すべき「福祉社会」を実現していくため、本会では平成23年度から政策
提言活動を行っています。今年度は「地域共生社会の実現に向けた分野間の課題共有」「福祉人材の確保・育成・
定着」など９つの提言を整理し、「社会福祉制度・施策に関する提言」をまとめ、11月７日に県に提言しました。
本号では、今年度の政策提言の活動をご紹介いたします。

政
策
提
言
活
動
が
目
指
す
も
の

　

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
、
民
生
委
員
児

童
委
員
、
市
町
村
社
協
、
関
係
機
関
・
団

体
な
ど
の
福
祉
関
係
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
場
面
で
地
域
の
福
祉
課
題
に
向
き
合

い
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
福
祉

の
最
前
線
に
立
つ
関
係
者
の
声
の
中
に

は
、
現
行
の
制
度
・
施
策
で
は
十
分
に
対

応
で
き
な
い
課
題
や
、
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
提
案
が

あ
り
ま
す
。

　

政
策
提
言
活
動
は
、
そ
う
し
た
声
を
集

め
、
分
野
や
種
別
、
公
私
の
枠
組
み
を
超

え
た
関
係
者
間
で
共
有
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
、
今
日
の
社
会
の
課
題
を
共
に
考
え
、

社
会
福
祉
の
目
指
す
べ
き
方
向
の
議
論
を

積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

調
査
か
ら
見
え
た
課
題

　

本
会
の
政
策
提
言
委
員
会
で
は
、例
年
、

福
祉
現
場
の
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
会
員
等
を
対
象
と
し
た
社
会
福
祉

制
度
・
施
策
に
関
す
る
課
題
把
握
調
査
を

行
い
、
こ
れ
を
元
に
し
た
部
会
・
協
議
会

と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
意
見
交
換
の
場
で
は
、
高
齢

化
や
急
速
な
人
口
減
少
を
背
景
と
し
て

様
々
な
施
設
で
利
用
者
の
定
員
割
れ
が
生

じ
て
い
る
こ
と
、
地
域
活
動
の
担
い
手
や

福
祉
人
材
不
足
の
深
刻
化
、
施
策
と
支
援

現
場
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
に
乖
離
が
あ
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
法
人
が
住
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
地

域
に
対
し
て
社
会
福
祉
の
理
解
を
広
げ
て

い
く
こ
と
、
生
活
の
し
づ
ら
さ
・
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
る
人
と
地
域
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
つ
な
が
り
続
け
る
こ
と
、
そ
の
た
め

の
包
括
的
な
支
援
の
必
要
性
な
ど
が
議
論

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
提

言
集
の
第
一
部
で
は
社
会
福
祉
の
共
通
課

題
に
関
す
る
提
言
（
４
項
目
）
と
、
個
別

課
題
に
関
す
る
提
言
（
５
項
目
）
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。

よ
り
よ
い
障
が
い
福
祉
を

目
指
し
て

　

個
別
課
題
に
関
す
る
提
言
の
一
つ
で
あ

る
「
神
奈
川
に
お
け
る
よ
り
よ
い
障
が
い

福
祉
を
目
指
し
て
」
は
、
本
会
障
害
福
祉

施
設
協
議
会
か
ら
挙
げ
ら
れ
た
課
題
を
踏

ま
え
た
提
言
で
す
。

　

折
し
も
県
で
は
「
神
奈
川
県
当
事
者
目

線
の
障
害
福
祉
推
進
条
例
」
の
制
定
に
向

け
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
時
期
を
逃
さ
ず
提
言
を
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
障
害
福
祉
施

設
協
議
会
と
の
協
議
も
踏
ま
え
、
提
言
集

の
発
行
に
先
行
し
て
９
月
に
県
に
発
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
で
は
「
障
害
の
あ
る
ご
本
人

が
意
思
決
定
支
援
の
も
と
で
、
人
生
を
悔

い
な
く
自
ら
の
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
社

会
の
一
員
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
実
現
す

る
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
多

様
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
す
る
こ

と
」、
そ
し
て
「
必
要
に
応
じ
て
選
び
直
し

が
で
き
る
『
循
環
型
サ
ー
ビ
ス
』
を
基
本

と
す
べ
き
」
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
十
分
な
福
祉
人
材
を

確
保
し
、
利
用
者
が
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
し
利
用
で
き
る
よ
う
、
提
言
を
行

い
ま
し
た
。

社会福祉の共通課題に関する提言（４項目）
　１　地域共生社会の実現に向けた分野間の課題共有
　２　福祉人材の確保・育成・定着に向けて
　３　地域差のない質の高い福祉サービスの提供に向けて
　４　 持続可能な福祉施策の運用に向けた取り組み
個別課題に関する提言（５項目）
　１　神奈川におけるよりよい障がい福祉を目指して
　２　身寄りのない高齢者等の支援に向けて
　３　 こども家庭庁と厚生労働省が連携した民生委員児童委員活動の推進
　４　災害時支援について
　５　申請事務に係る負担軽減、ICT化、事務職員の専従化
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SPECIAL EDITION

社
会
福
祉
に
携
わ
る
み
な
さ
ん
へ

　

社
会
福
祉
は
、
戦
後
、
混
乱
し
た
社
会

に
お
け
る
貧
困
者
の
救
済
を
中
心
と
し
た

中
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
経

済
的
に
は
豊
か
に
な
っ
た
も
の
の
、
都
市

化
や
核
家
族
化
が
進
む
中
で
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
弱
く
な
り
、
孤
立
や
社
会

的
な
格
差
が
生
じ
る
事
態
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
福
祉
ニ
ー

ズ
が
普
遍
化
し
、
社
会
福
祉
に
関
わ
る
諸

制
度
の
整
備
が
な
さ
れ
、
充
実
が
図
ら
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
な
人
に
制
度
が
届
い
て
い
な
い
事

例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

生
活
の
し
づ
ら
さ
、
生
き
づ
ら
さ
、
孤

立
と
い
っ
た
課
題
に
は
、
高
齢
・
障
害
・

児
童
と
い
っ
た
従
来
の
分
野
別
の
サ
ー
ビ

ス
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
ニ
ー
ズ
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
支
援
者
が
協
働

し
分
野
を
横
断
し
な
が
ら
ニ
ー
ズ
の
あ
る

人
々
に
継
続
的
に
寄
り
添
い
、
伴
走
す
る

支
援
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
は
、
社
会
福

祉
が
人
に
よ
る
人
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、
つ
な
が

り
を
作
る
こ
と
、
即
ち
、
社
会
関
係
性
の

再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

本
会
政
策
提
言
活
動
で
は
、
今
後
も
、

分
野
を
超
え
て
福
祉
関
係
者
の
現
場
の
課

題
を
共
有
し
政
策
提
言
を
行
い
な
が
ら
、

解
決
に
向
け
た
連
携
・
協
働
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
世
代
を
担

う
人
た
ち
が
輝
け
る
神
奈
川
を
創
造
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
企
画
課
）

組
み
な
が
ら
、
生
活
の
し
づ
ら
さ
・
生
き

づ
ら
さ
・
孤
立
と
い
っ
た
課
題
に
も
目
を

向
け
て
い
ま
す
。
社
会
関
係
性
の
再
構
築

を
目
指
し
た
共
通
目
標
に
照
ら
し
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
潜
在
し
て
い
る
福
祉
課
題
が

よ
り
表
出
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
共
通
目
標
「
こ
れ
か
ら
の
神
奈
川

の
福
祉
の
あ
り
方
」
は
、
関
係
者
と
の
共

有
を
さ
ら
に
進
め
、
今
後
も
望
ま
し
い
福

祉
社
会
の
姿
を
求
め
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

第
三
部
に
は
、
各
部
会
・
協
議
会
・
連

絡
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
課
題
や
制
度
・
施

策
に
求
め
る
事
項
を
と
り
ま
と
め
て
い
ま

す
。

　

提
言
集
は
10
月
に
発
行
し
、
本
会
会
員

並
び
に
厚
労
省
や
全
社
協
、
県
・
市
町
村

等
、
福
祉
関
係
者
に
発
信
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
神
奈
川
の
福
祉

の
あ
り
方

　

第
二
部
に
は
、
昨
年
度
設
定
し
た
共
通

目
標
の
元
で
の
取
り
組
み
と
課
題
に
つ
い

て
調
査
し
た
も
の
を
ま
と
め
ま
し
た
。

共通目標　
これからの神奈川の福祉のあり方
～社会関係性の再構築を目指して～
　すべての住民があらゆるライフサイクル
において、自らの意思や尊厳が尊重され、
人とつながり、自分の居場所を見つけなが
ら地域社会との接点を持ち、活き活きと暮
らせる社会を創造すること

　

こ
こ
で
は
、
自
ら
声
を
上
げ
る
こ
と
が

出
来
な
い
人
の
存
在
や
、
支
援
か
ら
取
り

残
さ
れ
た
複
数
の
生
活
課
題
を
抱
え
る
世

帯
を
支
援
す
る
仕
組
み
の
必
要
性
な
ど
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
必
要
な
と
き

に
支
援
を
す
る
だ
け
で
な
く
日
ご
ろ
か
ら

声
を
か
け
あ
い
、
お
互
い
の
存
在
が
認
識

で
き
る
地
域
の
日
常
の
大
切
さ
、
と
も
に

生
き
る
社
会
の
実
現
を
求
め
る
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　

福
祉
関
係
者
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
続
け
て

い
る
中
で
、
各
分
野
の
福
祉
課
題
に
取
り

神奈川県に政策提言を手交しました
　11月７日、政策提言集を県に手交し、提言
の内容について意見交換を行いました。この
中では、当事者目線の障害福祉推進条例や人
材確保の状況、福祉人材のキャリアプランな
どについて、意見が交わされました。本会か
らは、提言内容を福祉施策に反映していただ
きたいこと、今後も県と課題を共有し公私協
働で取り組みを進めたい旨を要望しました。

本会・篠原会長から県福祉子どもみらい局・橋本局長（右）に提出

政策提言委員会からのメッセージ＆
 オンデマンドシンポジウムのお知らせ

　政策提言集は、本会ホームページに掲載し
ています。下記二次元コードからダウンロー
ドしてご覧ください。
　県全域でより広く課題の共有を進めるた
め、政策提言委員会からのメッセージと、提
言に関する現場からの発信として、オンデマ
ンドシンポジウム動画を作成中です。12月中
旬以降、同ページに順次掲載いたします。
ぜひご視聴ください。

http://www.knsyk.jp/s/global_
syakyou/seisakuteigen.html
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ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

 

― 

あ
す
な
ろ
連
絡
会
・
退
所
後
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
発
行

　

県
で
は
、
児
童
養
護
施
設
等
を
退
所

し
た
子
ど
も
・
若
者
の
相
談
支
援
の
充

実
を
図
る
た
め
、
社
会
的
養
護
自
立
支

援
事
業
・
支
援
拠
点
と
し
て
、
平
成
26

年
か
ら
「
あ
す
な
ろ
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」（
以
下
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。

（
福
）
白
十
字
会
林
間
学
校
受
託
）
を
藤

沢
市
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

退
所
後
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

ガ
イ
ド
発
行

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
開
設
時
か
ら
、

措
置
終
了
後
の
支
援
を
施
設
間
で
共
有

す
る
た
め
に
、
児
童
養
護
施
設
や
児
童

相
談
所
の
担
当
職
員
で
構
成
す
る
「
あ

す
な
ろ
連
絡
会
」
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
共
有
し
て
き
た
実
践
を
事

例
と
し
て
ま
と
め
、
今
後
の
支
援
に
生

か
す
た
め
に
、
本
年
11
月
に
『
退
所
後

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
』
を
発
行
し
ま

し
た
。

　

サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
は
、
各
施
設
が
選

出
し
た
23
事
例
と
、
事
例
に
対
す
る
弁

護
士
等
の
専
門
職
か
ら
の
助
言
を
付
け

て
紹
介
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
さ

ら
に
、
各
施
設
の
取
り
組
み
と
、
県
内

の
主
な
支
援
団
体
を
掲
載
し
て
お
り
、

担
当
者
が
支
援
で
迷
っ
た
時
に
活
用
で

き
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
関
係
機
関
に
配
布
し
、
子
ど

も
・
若
者
を
支
援
す
る
上
で
、
連
携
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

施
設
・
児
相
・
支
援
拠
点
が
一
体

と
な
っ
て
支
援
力
向
上
を
目
指
す

　

連
絡
会
は
、
県
所
管
の
児
童
養
護
施

設
、
児
童
自
立
支
援
施
設
、
自
立
援
助

ホ
ー
ム
に
配
置
さ
れ
た
職
業
指
導
員
・

自
立
支
援
担
当
職
員
（
令
和
３
年
度
は

17
施
設
の
内
、
14
カ
所
に
配
置
）
や
、

児
童
相
談
所
、
県
子
ど
も
家
庭
課
が
参

加
し
、
毎
月
開
催
。
各
々
の
立
場
で
、

退
所
し
た
子
ど
も
・
若
者
へ
の
支
援
で

活
用
し
た
社
会
資
源
情
報
や
、
支
援
上

の
難
し
さ
を
報
告
し
合
い
ま
す
。

あすなろ連絡会では、
参加者の持ち回りで
事例報告が行われて
いる

　

事
例
か
ら
は
、
担
当
職
員
は
、
就
職

先
、
医
療
機
関
、
不
動
産
屋
等
へ
の
同

行
支
援
を
行
う
な
ど
、
地
域
生
活
を
支

え
る
た
め
に
、
行
政
手
続
き
に
留
ま
ら

な
い
、
生
活
の
た
め
の
様
々
な
制
度
・

施
策
の
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
培
っ
た
養
育
の
支
援
方
法
で
の
対
応

は
難
し
く
、
施
設
の
垣
根
を
超
え
た
退

所
後
ケ
ア
の
共
有
は
、
担
当
職
員
の
対

応
力
の
向
上
に
加
え
て
、
お
互
い
に
支

え
合
う
関
係
性
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

退
所
後
支
援
で
積
み
上
げ
た
経
験

を
、
入
所
時
の
支
援
に
生
か
す

　

連
絡
会
で
は
、
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
を

作
る
過
程
で
、
子
ど
も
・
若
者
た
ち
が

社
会
に
出
た
と
き
に
つ
ま
ず
く
ポ
イ
ン

ト
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
何
か
困
り
ご

と
が
起
き
た
場
合
の
相
談
先
や
、
行

政
・
医
療
機
関
等
の
手
続
き
方
法
な
ど
、

施
設
入
所
中
か
ら
、
子
ど
も
と
一
緒
に

考
え
る
た
め
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
、
現

在
作
成
中
で
す
。
ま
た
、
各
施
設
を
退

所
し
た
子
ど
も
・
若
者
の
生
活
状
況
を

把
握
す
る
た
め
の
調
査
に
つ
い
て
今
後

検
討
す
る
予
定
で
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
を
通
じ
て
関
係
機

関
の
理
解
が
広
が
り
、
虐
待
等
を
理
由

に
家
族
等
を
頼
れ
な
い
子
ど
も
・
若
者

が
社
会
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
の
広
が
り
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

 
（
企
画
課
）

県内社会的養護自立支援事業・実施事業所一覧
事業所名 地域

１ あすなろサポートステーション 県 所 管
２ ブリッジフォースマイル 横 浜 市
３ パソナ・川崎 川 崎 市
４ 相模原市就職支援センター 相模原市
５ こども家庭支援センター 横須賀市
令和３年度児童福祉主管課長会議資料等を基に本会作成

◆社会的養護経験者向け情報ウェブサイト
　Ｉｒｉｓ（アイリス）
　厚労省では令和３年度に、経験者の声を
　もとに支援団体や情報を掲載したＨＰを
　作成しました。

退所後ケアサポートガイド主な構成
●事例から学ぶ退所後ケア（23事例）
　退所に向けた自立支援と、退所後ケアの取り組み
　困難な状況における退所後ケア　等
●各施設の取り組み
●県内の様々な支援団体
　―――――――――――――――――――――
本ガイドは、県子ども家庭課ホームページから
ダウンロードできます。

《
退
所
後
の
サ
ポ
ー
ト
事
例
》

　

Ａ
さ
ん
は
、
仕
事
を
体
調
不
良
や
精

神
的
な
不
安
定
を
理
由
に
退
職
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
会
社
か
ら
住
居
を
提
供

さ
れ
て
い
た
た
め
、
自
力
で
転
居
し
た

も
の
の
生
活
費
が
無
く
な
り
困
っ
て
い

ま
し
た
。
失
業
給
付
の
手
続
き
な
ど
を

理
解
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
支
援
を
利

用
す
る
こ
と
を
諦
め
て
い
ま
し
た
。

　

相
談
を
受
け
た
職
員
は
、
失
業
給
付

の
受
給
資
格
を
調
べ
て
申
請
支
援
を
行

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
借
金
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
、
法
律
相
談
や
生
活
保

護
申
請
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
た
。

 

（
掲
載
事
例
を
一
部
加
工
）
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年末たすけあい募金
●実施期間
　令和４年12月１日（木）～31日（土）
●寄付金受付窓口
　共同募金会市区町村支会
●寄付金・配分金の取り扱い
　寄付金は、当該地域のために
　全額活用されます
●問い合わせ先
　（福）神奈川県共同募金会
　TEL 045－312－6339

年
末
た
す
け
あ
い
運
動
実
施
中
！

　

共
同
募
金
運
動
に
は
、
10
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
の
６
カ
月
間
に
実
施
す
る

「
赤
い
羽
根
募
金
（
一
般
募
金
）」（
※
）

と
、
12
月
の
１
カ
月
実
施
す
る
「
年
末

た
す
け
あ
い
募
金
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
赤
い
羽
根
募
金
」
は
、
主
に
県
内
の

民
間
社
会
福
祉
施
設
や
団
体
が
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
に
、「
年
末

た
す
け
あ
い
募
金
」
は
、
市
区
町
村
社

協
が
地
域
単
位
で
実
施
す
る
生
活
支
援

事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
年
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
は
生
活
困

窮
者
の
越
年
支
援
を
目
的
と
し
て
、
昭

和
28
年
に
神
奈
川
県
と
神
奈
川
県
社
協

の
提
唱
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
歴
史
は
古
く
、
明
治
時
代
後
期

か
ら
救
貧
を
目
的
と
し
た
民
間
活
動
と

し
て
広
が
り
、
昭
和
初
期
か
ら
戦
後
に

か
け
て
は
、
全
国
の
各
地
域
で
民
生
委

員
（
戦
前
は
方
面
委
員
）
が
中
心
と
な

り
、
住
民
同
士
が
米
や
餅
、
衣
類
な
ど

を
持
ち
寄
り
、
お
互
い
の
生
活
を
助
け

合
う
「
一
品
持
ち
寄
り
運
動
」
が
起
源

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

　

（
※
）コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
的
な
影
響
を
踏

ま
え
て
、
例
年
の
運
動
期
間
に
加
え
て

１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
３
カ
月
間
拡
大

し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

「
年
末
た
す
け
あ
い
運
動
財
源
活
用
委

員
会
」
で
、
書
類
審
査
（
第
１
次
審
査
）

と
県
内
の
市
町
村
社
協
で
は
初
と
な
る

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
第
２
次

審
査
）を
経
て
助
成
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

助
成
金
が
交
付
さ
れ
た
後
も
「
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
見
学
会
」
と
し
て
、
活

動
見
学
と
助
成
団
体
と
の
座
談
会
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
事
業
完
了
ま
で
見
届

け
ら
れ
ま
す
。

▽
平
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
横
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
外
国
に
つ
な

が
る
子
ど
も
へ
の
学
習
支
援
活
動
〜
】

　

平
塚
市
の
横
内
団
地
に
は
外
国
に

ル
ー
ツ
の
あ
る
家
庭
が
多
く
、
言
葉
や

文
化
の
違
い
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
が
生
じ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
横
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
ま

し
た
。
自
治
会
の
中
で
「
国
連
部
」
が

作
ら
れ
、
各
国
の
代
表
者
が
、
日
々
の

生
活
に
つ
い
て
の
問
題
や
悩
み
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
す
る
場
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
横
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
自

治
会
の
国
連
部
と
協
力
し
な
が
ら
、
①

子
ど
も
教
室
（
学
習
支
援
）、
②
日
本
語

教
室
（
大
人
向
け
）、
③
生
活
・
教
育
相

談
の
３
つ
の
活
動
を
行
い
、
自
治
会
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
大
学
教
員
や
学
生
な

ど
が
連
携
し
て
、
と
も
に
暮
ら
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
を
20
年
以
上
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

平
塚
市
社
協
で
は
「
年
末
た
す
け
あ

　

最
近
で
は
、
感
染
症
の
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
る
生
活
困
窮
者
へ
の
食
糧
お

よ
び
生
活
物
資
の
支
援
や
、
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
た

め
の
見
守
り
活
動
を
は
じ
め
、
障
が
い

者
や
子
育
て
を
支
援
す
る
小
規
模
団
体

の
活
動
費
等
、
地
域
で
最
も
必
要
と
さ

れ
る
事
業
へ
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
ま

す
。

　

一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
令
和
３
年

度
年
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
財
源
と
し

た
、
市
町
村
社
協
に
よ
る
助
成
事
業
の

事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
葉
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に

よ
る
審
査
・
助
成
事
業
】

　

葉
山
町
社
協
で
は
、
住
民
が
主
体
と

な
っ
た
福
祉
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、

葉
山
町
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
対
象
に
し
た

「
年
末
た
す
け
あ
い
運
動
助
成
事
業
」を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
「
孤

立
防
止
と
見
守
り
事
業
」「
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と

を
叶
え
る
た
め
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
礎
づ
く
り
事
業
」
な
ど
３
団
体

に
助
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
葉
山
町
の
住
民

を
代
表
す
る
方
た
ち
で
構
成
さ
れ
る

い
募
金
」
の
助
成
金
で
、
学
習
教
材
の

購
入
費
と
体
験
行
事
の
開
催
費
用
を
支

援
し
ま
し
た
。
学
習
教
材
は
毎
年
需
要

が
変
わ
る
た
め
、
そ
の
都
度
買
い
換
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
体
験
行
事
は
、

み
か
ん
狩
り
や
陶
芸
教
室
を
開
催
し
た

こ
と
で
、
学
校
以
外
で
の
貴
重
な
体
験

が
で
き
た
と
、
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。◆　

　

◆　
　

◆

　

今
年
の
「
年
末
た
す
け
あ
い
募
金
」

の
目
標
額
は
県
全
体
で
３
億
７
７
８
０

万
円
で
す
。

　

住
み
慣
れ
た
街
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
福

祉
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。　
　

 

（
県
共
同
募
金
会
）
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

令和４年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＊4月1日付で前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用
【新設】特定感染症
重点プラン

550円

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

＜基本プランに加入される方へ＞

◆年度途中でボランティア活動保険に加入する場合には「特定感染
　症重点プラン」への加入をおすすめします。

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ21-10723より抜粋して作成〉

NE
WS

●文科省調査　不登校の子ども　９年連続で増加
　文部科学省が10月27日に発表した「令和３年度　
児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題
に関する調査結果について」によると、不登校の小
中学生が前年度より約５万人増え、約24万５千人と
なり、９年連続で過去最多となった。

●厚労省　在宅介護の複合型サービスの類型を新設
　厚生労働省は、11月14日に開催した社会保障審議
会介護保険部会にて、訪問介護、通所介護など複数
の在宅サービスを組み合わせた新たな複合型サービ
スの類型を創設する方針を示した。
　一例として通所介護事業所が訪問介護サービスを
提供することを挙げた。
　令和６年度の創設を見込み、検討を進める。

● 障害者政策委員会　差別解消法基本方針の改
正案をまとめる

　内閣府の障害者政策委員会は、11月14日に障害者
差別解消法に基づく基本方針の改正案をまとめた。
　同法が禁止する「不当な差別的取扱い」「合理的配

慮の不提供」について、具体例を書き込んだ。

●衆議院厚生労働委員会　障害者法案を可決
　11月21日の衆議院本会議で、障害者の一人暮らし
を後押しする障害者総合支援法などの改正案が可決
された。
　少数で共同生活を送るグループホーム入居者が一
人暮らしを希望する際の買い物の練習など、事業者
による支援の強化を盛り込んだ。

●横浜市　依存症支援者向けガイドライン初策定
　横浜市は、11月１日に依存症支援者向けガイドラ
イン「入門・イチから学ぶ依存症支援」を公表した。
　ガイドラインは、本人や家族の身近な支援者等か
ら、依存症の治療・回復支援を専門とする機関や団
体へ適切につなぐため、また、依存症に関係する
様々な生活上の課題を抱えた人を
専門機関等から必要な支援につな
ぐため、大切にしたいこと等を関
係者間で共有することを目的とし
ている。

2022年10月26日～11月25日　　　
※新聞等掲載時点
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❖開くと飛び出すクリスマスカード＆年賀状
　クリスマスカードや年賀状は、開くとツリーや鏡餅が
飛び出す仕掛けにするとびっくり！　楽しさがよりアップ
します。子どもたちも簡単に作ることができます。

用意するもの
●色画用紙
・カードの大きさに切ったもの（Ｂ４サイズの四つ切り等）
・ クリスマスツリーや鏡餅の形に作ったもの
● 折り紙、シール、マス
キングテープなど
● ハサミ、のり、クラフ
トパンチ、カラーペン
など

作　り　方

①カードを折り、折り目のある方に印をつける
②印の箇所に切り込みを入れる
③切り込みを入れた箇所を折る
④折った箇所をカードの内側に出っぱらせる
⑤のりをつけてクリスマスツリーや鏡餅を貼る
⑥ クラフトパンチでハートや星型に切り抜いた紙を貼っ
たり、メッセージや絵を描いたりしたら完成 ！
切り込みの位置や数を変えるなどアレンジも可能です。

❖空き箱をデコレーションして素敵なボックスに

　プレゼントボックスは空き箱の外側だけでなく内側も
デコレーションすると、さらにかわいくなります。完成し
たらお菓子やハンカチなどちょっとしたものを入れてプ
レゼントしましょう。子どもたちも喜んでもらえるかドキ
ドキわくわく。ハッピーな時間を過ごせます。
用意するもの

　お菓子や日用品などの空き箱、カードと同じ材料や道具
作　り　方

　空き箱にちぎった紙やシール、マスキングテープなど
を貼り、好きなようにデコレーションする。
　完成度の高さを目指そうとせず、自由な発想で作ると

子どもたちの
個性あふれる
楽しいものが
できあがりま
す。受け取っ
た人にもきっ
と気持ちが伝
わるでしょう。

 今月は
⇨ NPO法人　ままとんきっず
 がお伝えします !　

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者等の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

　一年があっという間に過ぎ、年末年始がやってきま
す。この時期には大好きな人やお世話になっている人
にクリスマスカードやプレゼント、年賀状をおくる人
も多いのではないでしょうか。
　そこで今回は、親子でカードやプレゼントボックス
を作りませんか。紙を貼ったり絵を描いたり、手作り
すると楽しく、世界に一つだけのおくりものを受け
取った人にも笑顔が広がります。

親子でカードやプレゼント
ボックス作りを楽しもう！

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖

今年で子育て支援活動30年目。お母さんたちが主体となって、親子
が集うサロン、グループ保育、一時保育、各種講座、産後サポート、
子育て支援センター、小学校での寺子屋事業、中学校での赤ちゃんふ
れあい体験事業などを運営。情報誌・単行本の発行物は45冊を超え、
一部は海外でも翻訳出版。乳幼児から小中学生まで幅広い子育て支
援により、地域の活性化を目指し、活動の場を広げている。

〈連絡先〉〒214ー0011 川崎市多摩区布田24ー26
              TEL 044-945-8662  FAX 044-944-3009
　　　　  URL http://www.mamaton.jpn.org/

アドバイス：有北いくこ（アート講師）
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川
崎
市
川
崎
区
桜
本
地
区
は
、
臨
海
部
工
業
地
帯
に
近
く
、
戦
時
中
か
ら
工

業
地
帯
で
働
く
日
本
人
の
他
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
集
住
地
域
と
し
て
も
形
成
さ
れ

て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
今
で
は
、
他
の
ア
ジ
ア
圏
の
住
民
も
増
え
、
多
様
な

文
化
背
景
の
あ
る
住
民
も
多
く
住
む
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
を
中
心
に
、
主
に
外
国
に
つ
な
が
り
の
あ
る
人
々
を
支
援
し
続
け
て
い

る
（
福
）
青
丘
社
。「
桜
本
保
育
園
」
の
運
営
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
「
川
崎
市
ふ
れ
あ

い
館
・
桜
本
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
」
を
多
文
化
共
生
の
中
核
拠
点
と
し
た
事
業

展
開
の
他
、
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
広
が
り
と
と
も
に
、
法
人
と
し
て
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
中
、
令
和
３

年
に
理
事
長
に
就
任
し
た
三
浦
知
人
さ
ん
に
、こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
振
り
返
っ
て
、

今
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
福
祉
の
職
場
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

改
革
を
期
待
さ
れ
て
理
事
長
に

　

約
50
年
前
の
学
生
時
代
か
ら
桜
本
地

区
に
関
わ
り
、
法
人
職
員
と
し
て
働
い

て
き
ま
し
た
。
私
は
元
々
、
韓
国
・
朝

鮮
な
ど
外
国
に
つ
な
が
る
人
間
で
は
な

い
し
、
ま
た
、
桜
本
保
育
園
設
立
に
関

わ
っ
た
教
会
関
係
者
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
多
く
の
関
係
者
が
い
る
中
で
、
私

が
理
事
長
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
法
人
と
し
て
変
革
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
の
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

多
文
化
共
生
と
い
う
法
人
理
念
の
実
現

と
、
法
人
経
営
と
い
う
両
面
か
ら
、
組

織
体
制
・
基
盤
、
労
務
管
理
を
改
革
し
、

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
努
力
し
て

い
る
最
中
で
す
。

社
会
の
縮
図
で
も
あ
る
閉
塞
感
に

　

今
は
社
会
全
体
が
閉
塞
感
に
満
ち
て

お
り
、
福
祉
現
場
に
も
映
し
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
社
会
が
変
わ
ら
な
い
と
、
こ

の
閉
塞
感
は
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。
働
く
側
か
ら
す
れ
ば
、
閉
塞

感
の
影
響
か
ら
、
希
望
が
見
え
な
い
、

将
来
が
見
え
な
い
、
仕
事
の
手
応
え
を

感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

立
ち
位
置
が
分
か
る
と
い
う
こ
と

　

青
丘
社
は
、
桜
本
地
区
に
こ
だ
わ
り

を
も
っ
て
、
地
域
の
人
々
の
生
活
の
に

お
い
を
共
有
し
、
生
活
者
の
声
を
元
に

事
業
展
開
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

社
会
福
祉
法
人
の
中
で
も
あ
ま
り
例
が

あ
り
ま
せ
ん
。
青
丘
社
の
設
立
理
念
を

背
負
い
、
事
業
を
実
施
し
て
き
た
誇
り

を
強
く
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
社
会
福

祉
法
人
そ
の
も
の
の
活
動
、
地
域
福
祉

の
本
流
の
活
動
と
い
う
意
識
を
改
め
て

持
て
た
の
は
、
こ
こ
10
年
く
ら
い
の
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
県
社
協
・
施
設
部
会

地
域
生
活
施
設
協
議
会
の
委
員
と
し

て
、
先
達
者
の
方
々
と
の
交
流
が
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
と
向
き
合

う
法
人
の
役
割
の
軸
が
、
よ
り
明
確
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
し
前
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

反
対
の
活
動
に
対
し
て
、
福
祉
の
学
識

者
か
ら
は
「
ま
さ
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
そ
の
も
の
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
て
、

自
分
た
ち
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

現
場
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
そ
の

中
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
客
観
的
に

自
分
の
仕
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
管
理
職
と
し
て
、
職
員
に

立
ち
位
置
を
伝
え
、
職
員
が
他
施
設
、

他
分
野
の
職
員
と
交
流
で
き
る
機
会
を

積
極
的
に
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。成

功
体
験
の
大
切
さ
と
失
敗
の
容
認

　

私
は
学
生
の
時
に
、
在
日
コ
リ
ア
ン

の
方
々
の
就
職
差
別
問
題
に
関
わ
り
ま

し
た
。
就
職
、
結
婚
、
年
金
、
資
格
要

件
な
ど
、
多
く
の
場
面
で
理
不
尽
と
思

え
る
差
別
が
感
じ
ら
れ
る
時
代
で
し

た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
活
動
に
お
い
て
、

自
分
の
行
動
し
た
成
果
を
実
感
し
た
時

代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
制
度
導
入
期
の
介
護
保
険
制

度
は
、
年
金
が
あ
り
社
会
保
障
を
受
け

る
人
の
こ
と
を
前
提
に
考
え
た
制
度
で

し
た
が
、
制
度
に
な
じ
ま
な
い
外
国
人

が
多
く
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
在
日
一

世
の
皆
さ
ん
と
連
帯
し
、
介
護
保
険
制

度
の
適
用
を
行
政
に
要
望
し
、
実
現
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、

自
分
の
存
在
も
認
め
て
も
ら
え
た
と
感

じ
て
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

他
施
設
の
方
々
と
交
流
し
て
い
る

と
、
皆
さ
ん
、
何
ら
か
し
ら
仕
事
上
の

手
応
え
や
、
成
功
体
験
が
あ
る
こ
と
に

気
が
付
き
ま
し
た
。
今
振
り
返
る
と
、

私
に
も
当
然
、
失
敗
は
あ
り
ま
し
た
が
、

法
人
で
は
そ
の
失
敗
を
も
容
認
し
て
く

れ
て
、
多
く
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た

こ
と
が
、
今
の
私
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ
り
の
中

で
、
日
々
新
し
い
課
題
に
直
面
し
な
が

ら
、
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
信
じ
て
行
動

で
き
る
の
は
、
今
ま
で
の
成
功
体
験
の

時
代
の
閉
塞
感
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
か
。

　
　
　
　
　
　

未
来
志
向
で
希
望
を
抱
く
た
め
に

 
 

－

社
会
福
祉
法
人
青
丘
社（
川
崎
市
川
崎
区
）

あなたの職場

桜本の歴史と、法人の歩みを重ねて
伝える三浦さん
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お
か
げ
で
す
。

　

法
人
で
は
、
今
年
の
春
に
拠
点
の
一

部
を
移
転
し
、
教
会
と
共
に
「
み
ん
な

の
家
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
拠
点
名
に

あ
る
〝
み
ん
な
〞
が
出
会
え
る
よ
う
に
、

住
民
と
共
に
活
動
を
生
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
地
域
か
ら
、
共

生
の
あ
り
方
を
、
大
き
な
社
会
へ
示
し

て
い
く
役
割
が
私
た
ち
に
は
あ
る
の
で

す
。
法
人
に
と
っ
て
は
、
今
後
、
こ
の

拠
点
で
の
活
動
が
、
成
功
体
験
の
転
換

期
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

変
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と

　

地
域
に
は
多
様
な
人
が
住
ん
で
い
る

こ
と
に
、
正
面
か
ら
向
き
合
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
他
者
に
対
す
る
問
題
行
動

が
あ
る
人
を
、
地
域
で
受
け
止
め
る
こ

と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
に
は
、
ま
ず

は
あ
る
が
ま
ま
一
人
の
人
と
し
て
受
け

止
め
、
支
援
の
方
策
を
考
え
る
姿
勢
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
根
底

に
「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
理
念
に

お
い
て
、
あ
き
ら
め
ず
に
活
動
し
た
歴

史
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
「
共
に
生
き
る
」
と
い
う
考
え
に
抵
抗

感
の
あ
っ
た
住
民
に
対
し
て
も
、
長
く

関
わ
り
を
続
け
た
こ
と
で
、
今
で
は
そ

の
住
民
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
在
日
の
人
々

も
世
代
に
よ
っ
て
意
識
が
違
い
ま
す
。

人
は
一
人
ひ
と
り
違
う
と
い
う
理
解
に

立
ち
、
多
文
化
共
生
の
理
念
を
広
め
て

い
く
こ
と
は
私
た
ち
の
使
命
で
も
あ
り

ま
す
。希

望
が
持
て
る
と
い
う
こ
と

　

今
、
法
人
で
は
、
職
員
が
３
年
後
、

５
年
後
を
語
る
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。

自
ら
が
仕
事
を
語
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
作

る
作
業
で
す
。
日
々
の
業
務
に
追
わ
れ

て
い
る
中
で
、
職
員
が
最
初
の
第
一
歩

か
ら
描
く
と
い
う
の
は
時
間
と
負
担
が

か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
未
来
の
こ
と

を
考
え
る
こ
と
で
、
閉
塞
感
よ
り
も
希

望
を
持
て
る
よ
う
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
地
域
と
関
わ
り
、
鍛
え
ら

れ
、
そ
し
て
希
望
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

閉
塞
感
か
ら
未
来
志
向
の
姿
勢
を
持
て

る
よ
う
に
、
職
員
同
士
が
自
ら
を
語
り
、

仕
事
の
魅
力
の
共
感
を
広
げ
、
活
躍
で

き
る
場
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
企
画
課
）

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和４年度

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

プラン 22
プラン33
プラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料でスケスケールメリットをを活かしたた割安な安な保な保保険料険料でで
充実補償をご提供します充充実補実補償償をご提供補償をご提ご提供提供しますします！！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

◆加入対象は、社協の会員である
社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

保険期間１年

新型コロナウイルスを含む特定感染症に新たな補償が追加されました！

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

施設の感染症対応費用補償
休業補償から各種対応費用までワイドな安心

NEW

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

（SJ21-12224から抜粋）

＊
１
月
号
「
あ
な
た
の
職
場
」
は
、

年
始
号
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。

みんなの家
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清
々
し
い
秋
晴
れ
の
空
の
も
と
、
去
る

11
月
９
日
、
神
奈
川
県
立
音
楽
堂
に
て

第
69
回
神
奈
川
県
社
会
福
祉
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
永
年
に
わ
た
り
本
県
の

社
会
福
祉
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々

の
功
績
を
称
え
る
た
め
、
県
、
県
共
同
募

金
会
及
び
本
会
の
三
者
が
共
催
し
、
毎

年
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
影
響
に
よ

り
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
大
会
も
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
招
待
者
を
限
定
す
る
な
ど
規
模

を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

未
来
へ
の
ま
な
ざ
し
と
も
に
生
き
る
社
会
に
向
け
て

―
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
70
周
年
・
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
法
人
化
70
周
年

第
69
回
神
奈
川
県
社
会
福
祉
大
会

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
な

未
来
を
目
指
し

　

本
会
会
長
顕
彰
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功

労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
「
特
定
非
営
利

活
動
法
人
デ
イ
ジ
ー
横
浜
」
は
、
平
成

10
年
12
月
の
発
足
以
来
、
高
齢
者
や
障

害
者
を
は
じ
め
、
誰
で
も
読
書
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
「
デ
イ
ジ
ー
（
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ

Ｙ
）
図
書
（
※
）」
の
制
作
・
普
及
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
も
そ
れ
ぞ
れ
に
知

恵
を
出
し
合
い
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
多

く
の
方
に
等
し
く
情
報
が
行
き
渡
る
よ

う
に
工
夫
を
し
て
活
動
を
し
た
」
と
話
す

理
事
長
の
河
井
睦
子
さ
ん
。
デ
イ
ジ
ー

横
浜
で
は
、
自
治
体
の
刊
行
物
、
特
別

支
援
学
校
か
ら
の
依
頼
の
ほ
か
、個
人
か

ら
の
依
頼
に
も
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま

す
。「
利
用
者
の
こ
と
を
思
い
、
音
訳
は

〝
伝
え
る
〞
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

い
つ
か
は
自
分
達
の
活
動
が
必
要
な
く
な

る
く
ら
い
、
誰
も
が
当
た
り
前
に
、
自
由

に
色
々
な
人
や
情
報
に
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
る
未
来
に
な
っ
て
欲
し
い
。
そ
う
な

る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
展
望
を
語
り
ま
す
。

仲
間
と
と
も
に
歩
み
続
け
て

　

本
会
会
長
顕
彰
の
民
間
社
会
福
祉
事

業
等
永
年
勤
続
功
労
者
感
謝
を
受
賞
し

た
三
浦
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
の
笹
谷
月
慧
さ
ん
は
、
平
成
13
年

に
民
生
委
員
児
童
委
員
に
就
任
し
ま
し

た
。
以
降
、
支
援
を
必
要
と
す
る
住
民

と
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
を
つ
な
ぐ

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
福
祉

活
動
の
推
進
役
と
し
て
精
力
的
に
活
動

し
て
き
ま
し
た
。

　

受
賞
者
代
表
挨
拶
を
し
た
笹
谷
さ
ん

は
「
こ
の
よ
う
な
大
き
な
ご
褒
美
を
い
た

だ
け
て
、
今
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
多
く
の

方
々
に
感
謝
を
伝
え
た
い
」
と
そ
の
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

　
「
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
多
く
の

方
が
活
動
し
て
い
る
が
〝
誰
か
の
役
に
立

つ
こ
と
が
と
て
も
幸
せ
〞
と
い
う
気
持
ち

で
活
動
を
し
て
い
る
と
思
う
。
私
自
身

も
、
地
域
で
少
し
だ
け
役
に
立
て
て
い
る

と
い
う
実
感
が
張
り
合
い
と
な
っ
て
い

る
」
と
笹
谷
さ
ん
。「
こ
ん
な
に
長
く
続

け
ら
れ
て
い
る
の
は
仲
間
が
い
た
か
ら
。

支
え
、
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
来
ら
れ

た
」と
地
域
で
苦
楽
を
と
も
に
し
た
仲
間

へ
の
深
い
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

今
回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
１
，
２
２
９

名
、
１
３
２
団
体
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
で
、
福
祉
活
動

の
担
い
手
や
福
祉
職
場
の
従
事
者
の

方
々
が
生
き
生
き
と
活
動
す
る
姿
を
通

し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
々
に
福
祉
の
輪
が

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
益
々
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
本
会
も
「
と
も

に
生
き
る
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
各

種
事
業
・
活
動
を
通
し
て
、
皆
様
と
と
も

に
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
総
務
課
）

（
※
）Digital A

ccessible Inform
ation 

System

の
略
で
、
活
字
の
読
み
が
困
難
な
人

の
た
め
に
製
作
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
図
書
の
こ
と

式典では全受賞者を代表した13名が登壇し、表彰を受けた

コロナ禍においても「ピンチをチャンス
に」と活動を続けてきた河井睦子さん

「これからも皆さんと一緒に何か
お役に立てるように活動したい」
と伝える笹谷月慧さん
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役員会のうごき

◇評議員会＝11月2日（水）①生活福
祉資金貸付制度における不正な貸
付②令和4年度政策提言活動

本会主催の催し

かながわ福祉サービス運営適正化委
員会・苦情解決研修会（実践編Ⅱ）
◇日時＝令和5年2月7日（火）
　　　　13時30分～16時30分
◇対象＝県内の社会福祉事業者（社
会福祉法第2条に規定する社会福
祉事業者）の苦情受付担当者等
◇定員＝50名
◇参加費＝1名2,000円
◇開催方法＝オンライン
◇申込締切＝令和4年12月26日（月）
詳細はHPで確認
HP   http://knsyk.jp/c/tekis
eika/6acc08c531b05a23
bfae8ce336876827

関係機関・団体の催し

2022年度交通遺児大学等入学
支度金のご案内

　神奈川新聞厚生文化事業団から、
大学等に進学を希望する交通遺児等
の高校生に対し、入学支度金を支給
します。
◇支給額＝1人30万円（返済の必要は
ありません）
◇対象＝令和5年4月に大学・短大・
専門学校に進学する3人を予定
◇提出書類＝所定の申請書、調査
書、課題作文（テーマ「10年後の
私」、800字以内）、交通遺児等であ
ることを証明する公的な書類、主

たる家計支持者である保護者の所
得証明書
◇申請締切＝令和5年1月31日（火）当
日消印有効
◇支給決定＝令和5年2月末日
◇問合先＝（公財）神奈川新聞厚生文
化事業団
☎045－222－0615

公益財団法人三菱財団
2023年度助成金公募のお知らせ　
社会福祉事業並びに研究助成
◇総額＝約9,000万円
◇応募期間＝令和4年12月22日（木）
～令和5年1月19日（木）17時
◇助成対象＝幅広い分野からの多様
な、社会的意義のある社会福祉事
業・研究
◇応募方法＝HPから応募
HP   https://www.mitsubi
shi-zaidan.jp

◇問合せ＝三菱財団事務局
☎ 03－3214－5754
FAX 03－3215－7168
Mail  mailinfo@mitsubishi-zaidan.jp

寄附金品ありがとうございました

【交通遺児等援護基金】（株）エスホケン
【子ども福祉基金】脇隆志、（株）エス
ホケン

【ともしび基金】由良麻里、神奈川県
住宅供給公社、（一財）光之村
 （合計6件348,905円）
【寄附物品】神奈川オープン実行委員
会、神奈川県労働者福祉協議会、
厚木愛甲地域労働者福祉協議会

【ライフサポート事業】
〈寄附物品〉（Ｎ）セカンド・ハーベス
トジャパン
 （いずれも順不同、敬称略）

2020年で創立60周年 

〒236－0004
横浜市金沢区福浦2－1－12
TEL 045(785)1700
FAX 045(784)6902 http://www.kki.co.jp/

デザイン

印 刷

ホームページ
制作

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －16－53－ 5 階
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei. co.jp
URL http://www.yasue-sekke i.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

神奈川オープン実行委員会（ボウリングトーナメ
ント）から横浜市・川崎市の福祉施設等へ車椅
子をご寄贈いただき、本会から感謝状を贈呈

神奈川県労働者福祉協議会（吉坂義正会長）か
ら県内乳児院を代表し、（福）久良岐母子福祉
会（長井晶子理事長）へタオルをご寄贈いた
だき、本会から感謝状を贈呈

厚木愛甲地域労働者福祉協議会（関野義之会長）
から（福）すぎな会（三浦公男理事長）へタオル
をご寄贈いただき、本会から感謝状を贈呈
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かながわ
情報ほほっとっと

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
彰
で
は
、
こ
う
し
た
活
動

に
加
え
、
防
犯
・
防
災
な
ど
を
テ
ー
マ

に
講
座
や
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
継
続
し
て
き
た
実
績
が
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
地
区
社
協
で
の
取
り
組
み

　

理
事
長
の
中
矢
幸
江
さ
ん
は
「
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
越
し
で
も
様
子
は
伺
え
ま
す

が
、
今
年
４
月
か
ら
日
頃
の
困
り
ご
と

な
ど
を
電
話
で
相
談
で
き
る
『
海
辺

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
を
開
設
し
ま
し
た
。

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
連
絡

し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
「
身
近
な
住
民
同
士
だ
か
ら
助
け

合
え
る
こ
と
が
あ
る
。
気
軽
に
相
談
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
周
知
に
も
力
を
入

れ
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

安
部
さ
ん
、
中
矢
さ
ん
の
お
話
か
ら

は
、
地
区
社
協
の
活
動
を
通
し
て
、〝
ま

ち
〞
も
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
関
係
性

も
、
と
も
に
育
て
て
い
き
た
い
と
い
う

想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。（

地
域
課
）

　

本
会
で
は
例
年
、
社
会
福
祉
活
動
の

実
績
が
特
に
優
良
な
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は

表
彰
さ
れ
た
地
区
の
一
つ
で
あ
る
「
よ

こ
す
か
海
辺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
社
協
」

（
以
下
、
Ｎ
Ｔ
地
区
社
協
）
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。

　

県
立
保
健
福
祉
大
学
（
以
下
、
県
大
）

の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
隣
接
し
て
い
る
よ
こ

す
か
海
辺
Ｎ
Ｔ
地
区
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

群
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
12
年
に

最
初
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
分
譲
さ
れ
た
比

較
的
歴
史
の
浅
い
地
区
で
す
。
最
初
の

分
譲
が
始
ま
っ
た
当
時
の
住
民
は
、
主

に
若
い
子
育
て
世
代
と
定
年
退
職
後
の

シ
ニ
ア
世
代
を
中
心
に
、
様
々
な
地
域

か
ら
集
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と

の
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
は
少
な
い
地

域
で
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
だ
か
ら
こ
そ
、

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
作
り
た
い

　

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
構
造
上
建
物
の
外

か
ら
住
民
の
生
活
の
様
子
が
分
か
り
に

く
い
た
め
、
見
守
り
や
訪
問
活
動
の
難

し
さ
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
困
り
ご
と

を
発
見
し
づ
ら
く
、
問
題
が
深
刻
化
す

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

住
民
同
士
が
日
頃
か
ら
声
を
か
け
あ
え

る
関
係
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
平
成
18

年
に
「
よ
こ
す
か
海
辺
Ｎ
Ｔ
連
合
自
治

会
」
を
結
成
。
そ
の
後
に
地
域
の
関
係

団
体
で
構
成
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
会
員
も
加
わ
り
、
平
成
24
年
に
Ｎ

Ｔ
地
区
社
協
の
設
立
に
至
り
ま
し
た
。

　

設
立
当
初
の
理
事
長
で
あ
る
安
部
俊

一
さ
ん
は
「
設
立
の
ベ
ー
ス
に
な
る
よ

う
な
も
と
も
と
の
地
縁
関
係
が
な
く
非

常
に
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
住
民
の

皆
さ
ん
に
対
し
て
、
顔
の
見
え
る
関
係

性
の
大
切
さ
を
伝
え
て
回
っ
た
」
と
振

り
返
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
地
区
社
協
で
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
は
じ
め
、
地
域
の
関
連
団

体
と
と
も
に
見
守
り
活
動
や
住
民
同
士

マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
同
士
が
声
を
か
け
あ
え
る
関
係
づ
く
り
を
目
指
し
て

よ
こ
す
か
海
辺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
横
須
賀
市
）

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2022（令和４）年12月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0825　横浜市神奈川区反町3丁目17-2　☎045-534-3866　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

 バックナンバーは HPから
検索 神奈川県社協

https://form.gle/74aewHkEfzQ9ybJQ8

ご意見・ご感想を
お待ちしています！→

海辺元気づくりサロンの様子
この日は、ボッチャを楽しみました！

「県大の方にも活動
に関わっていただき
ありがたい」と話す
中矢理事長

の
仲
間
づ
く

り
を
目
的
と

し
た
海
辺
元

気
づ
く
り
サ

ロ
ン
（
年
５

回
程
度
）
の

ほ
か
、
県
大

と
連
携
し
た

身
体
機
能
測

定
会
な
ど
に
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